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各委員会事業報告（先週の続き）各委員会事業報告（先週の続き）
令和6年6月5日（水）

矢野聡　親睦委員長

中谷利幸　会員選考委員長
代理　三枝丈次幹事

志方正昭　出席・唱歌委員長

庄司武　ロータリー情報委員長

村上則宏　プログラム委員長

廣瀬明正　増強・職業分類委員長

例会記録　2024.6.5（水）　通算 2103 回

ソ ン グ

出 席 報 告

「君が代」「奉仕の理想」「四つのテスト」

　５月１５日　会員数３９名　欠席者 　２名　  出席率　93.54％ （修正による）
　（この内出席免除者　１６名） 

　６月　５日　会員数３９名　欠席者 　３名　  実出席者数　３０名
　（この内出席免除者　１６名）　   出席率　90.90％

庄司武 ビジョン委員長 小西文孝　ロータリー財団委員長

創 業 記 念

誕 生 祝 矢野　　聡会員　村上　則宏会員
伊藤　勝之会員　原　　久美会員

結 婚 祝 田中　伸明会員　井野　隆弘会員

ダイヤプランニング 1996 年 6 月 17 日 大村　裕史会員 創業 28 年
㈱三枝設備工業所 1967 年 6 月 15 日 三枝　丈次会員 創業 57 年

2023－ 24年度国際ロータリーのテーマ

Create Hope in the World
世界に希望を生み出そう

●●●   近隣クラブインフォメーションは、高砂青松ロータリークラブのホームページにてご確認ください。  ●●●  

◇  ◇  プログラム予定  プログラム予定  ◇◇
6 月 12 日（水）会長・幹事退任挨拶
6 月 22 日（土）創立記念例会（19日分）【親睦委員会担当】
6 月 26 日（水）休会【定款第 7条第 1節（ｄ）による】
7 月 3日（水）会長・幹事就任挨拶

会　長　　櫻　井　宣　孝
例会日時　　毎週水曜日　12：30　　例会場　　高砂商工会議所会議室（2F）
事務局　高砂商工会議所内　〒 676-0064　高砂市高砂町北本町 1104　電話（079）443-0500

幹　事　　三　枝　丈　次 クラブ会報・広報・記録委員長　　森　本　匡　裕

　皆さん、こんにちは。
　今日の私の時間は、反射光と透過光との比較についてご紹介させ
て頂きます。まず、透過光はテレビやパソコン、スマホといった画
面の裏側が光り、その光が液晶を突き抜けることは目に入る光のこ
とで、反射光は、本や雑誌、映画のスクリーンはその映画が光るわ
けでなく太陽光や照明など別の光源から光があたり、その光を誌面が反射するこ
とで文章などが見れる光のことを反射光といいます。
　メディア論で知られるマーシャルマクルーハンが提唱した、人間はテレビやパ
ソコンの画面を見る時と本や報告書といった印刷物を見る時では、脳の使い方が
違うと言う理論を提唱しています。マクルーハン曰く、透過光（テレビ・パソコン）
は人間を感情的にし、反射光（本・書類）は人間を分析的にするそうなので印刷
した資料を読むと間違いが見つけやすいのは、脳が分析的な状態になっているか
らだと言えるらしいです。
　ちなみに映画は、映写機からスクリーンに光を当てる為、反射光になります。映
画を見た後に、皆が評論家もどきになるのはテレビと違い、脳が分析的になって
いるかもしれません。
　絵画も反射光で、鑑賞するのを前提に描かれてきました。しかしながら、近代
絵画では、光が照らす半透明の多面体、そして、蛍光灯のアートも出てきて、反
射光と透過光が入り乱れるようになり、反射光と透過光の先に述べた理論も必ず
しも妥当でない研究も出てきているようです。やはり、世の中のデジタルヘの慣
れが人々にも影響するようです。芸術に関しては、光の違いを意識しつつ、輝き
や色彩を自由に楽しむのもいいと思います。
　ペーパーレスが増え、デジタル化が進む現在は、私としては、若干、寂しく思
える今日この頃です。皆様はいかがでしょうか。
と言うことで、私の時間を終了させて頂きます。



櫻井　宣孝
6月6日は、習い事を始めるのに良い日とされていま
す。私もゴルフをあらためて、習おうと思いました。
本日も宜しくお願い致します。

西中　亮二
ゴルフコンペ 櫻井さん、矢野さんに助けて頂き、優
勝できました。

北田　伸一
どうもゴルフがうまく行きません…

村上　則宏
今年も鮎のシーズンになりました。
5月26日奈良の天川に午後から行って21匹釣れまし
た(^^)
自然の中でマイナスイオンを浴びながら釣りができて
幸せです。

小西　文孝
欠席が続きすみません。
頑張ります。
花田さん、先月お世話になりました。

大村　裕史・三枝　丈次
創業記念日の御祝ありがとうございました。

田中　伸明・井野　隆弘
西中　亮二（先月）
結婚記念日の御祝ありがとうございました。

原　　久美・村上　則宏・矢野　　聡
誕生日お祝い有難うございました。

都倉　隆宏・志方　正昭・田中　浩行
吉川　　弘・花田　武志・松下　和雄
青柳　　淳・大橋　卓司・藤井　宏行
佐野　栄作・森本　匡裕・坂口　嘉久
庄司　　武
花を飾りましょう。

◇親睦委員会
　矢野　　聡　委員長

◇職業奉仕委員会
　濵田　喜重　委員長
　代理　都倉　隆宏　副幹事

結婚祝・誕生祝 創業記念

幹事報告　第 34 回（通算 2095 回）

１．地区より
　⑴台湾東部地震災害支援協力の御礼が届いております。
　⑵第 1 回アジアンルートプロジェクト報告会の案内が届いております。
　⑶ロータリー親睦活動月間　リソースの案内が届いております。

２．学校法人　生野学園より
　　支援依頼が届いております。

３．兵庫陶芸美術館より
　　特別展の案内が届いております。

４．姫路 RC より
　　例会変更のお知らせが届いております。

回覧いたしますので、御確認お願いします。

（幹事より）
　次の例会は、6/12 水 会長幹事退任挨拶となっております。多数の参加お願いいたします。



議案事項：

２０２３～２０２４年度
１．６月のプログラムの件（参照②） ……………………………………………………………… 承認
２．創立記念例会の件  …………………………………………… １８：００受付　１８：３０開会
３．本年度決算書監査の件　７月１日１５：００～
４．高砂市制７０周年記念PR特集広告協賛の件  ……………………高砂RCに確認・本年度で支払
５．繋がるフェスタ・たかさごGO！後援申請の件  ……………………………………………… 承認
６．その他　環境の保護啓発（環境の紙芝居とひまわりの種）の件

２０２４～２０２５年度
７．予算（案）の件  ………………………………………………………………………………… 承認
８．７月のプログラムの件（参照②）  …………………………………………………………… 承認
９．定款・細則（案）の件  ………………………………………………………………………… 承認
　　①定款第１０条第５節（ｂ）に定める出席規定免除適用申請者の件
　　１６名（伊藤勝之会員、井野隆弘会員、植杉成一郎会員、内海　薫会員、柿木國夫会員、
　　　　　　川崎一生会員、京谷愼平会員、小西文孝会員、志方正昭会員、田中伸明会員、
　　　　　　田中浩行会員、西中亮二会員、濵田喜重会員、廣瀬明正会員、
　　　　　　増田耕太郎会員、森脇祥文会員）
　　②定款第７条第１節（ｄ）項に定める例会休会の件  ……………………………………… 承認
　　　7/17　8/14　9/18　10/9　11/6・20　12/25　1/1・15　2/26　3/19　4/16・30　5/7　6/25
１０．次年度　ＢＡＮ－ＢＡＮガイド　暑中お見舞い名刺広告協賛の件  …………………… 承認
　　（次年度クラブ会報・広報・記録委員会で支出予定）
１１．例会運営責任順位の件  ……………………………………………………………………… 承認
　　　会長・副会長・直前会長・理事（構成表の通り）
１２．慶弔内規確認の件  …………………………………………………………………………… 承認
１３．入退会者の会費取扱内規の件  ……………………………………………………………… 承認
１４．会費取引銀行の件　  ………………………………………………………………………… 承認
　　　但陽信用金庫　高砂中央支店
１５．クラブ食事の件  ……………………………………………………………………………… 承認
　　　１,７００円/食　　業者：馳走

会長挨拶：　櫻井会長

報告事項：　出席報告　　 （青柳　　淳）　　　（後記参照①）

　　　　　　会費納入状況（庄司　　武）　　　5 月末　　100.0％

通　算 第 570 回
2023 ～ 2024 第 12 回

日 令和 6年 6月 5日
場　所 高砂商工会議所

高砂青松ロータリークラブ 出席者 臨時出席者
櫻　井 〇 濵　田 × 大　村 〇
青　柳 〇 内　海 〇 森　本 〇
三　枝 〇 大　橋 〇 坂　口 〇
庄　司 〇 佐　野 〇 村　上 〇
松　下 〇 都　倉 〇 矢　野 〇 報告事項：

4/3 4/10 4/17 5/8 5/15 5/22
会　員　数 ３９ ３９ ３９ ３９ ３９ ３９
出　席　数 ２９ ２９ ２１ ２８ ２９ ２５
メークアップ ２ ０ １ １
欠　席　数 ２ ２ ７ ３

（出席免除） １６ １６ １６ １６ １６ １６

①  出席報告
４月度 本クラブ出席率 84.61％  メークアップ率     3.23％  修正出席率87.69％
５月度 本クラブ出席率 86.37％  メークアップ率   ％  修正出席率 ％

6 月

5 各委員会事業報告（先週の続き）

12 会長・幹事退任挨拶

22
創立記念例会
於：加古川プラザホテル
（１９日分）【親睦委員会担当】

26 休会
【定款第7条第1節 (d)による】

②  6、7 月のプログラム

7 月

3 会長・幹事就任挨拶
理事・役員会

10 臨時総会
【定款・細則・決算・予算承認】

17 休会
【定款第７条第１節（ｄ）による】

24 各委員会事業説明

31 各委員会事業説明（前週の続き）

＊  次回理事会　２０２４年７月３日（水）　例会終了後

１６．座席の件 
１７．ロータリーの友購読数（３９冊）の件  …………………………………………………… 承認
１８．Rotary誌購読の件  …………………………………………………………………………… 承認
１９．その他 
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